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目的及び方法、成果の内容 

① 目  的 

当院は地域においても指導的な役割を担う必要がある。日本医療薬学会は、がんをはじめ種々の

認定薬剤師制度を有するが、同認定取得のための研修施設は島根県には当院を含め 2施設しかない。

当院薬剤部には医療薬学指導薬剤師 5名、がん指導薬剤師 1名が在籍し、保険薬局薬剤師の「地域

薬学ケア専門薬剤師（がん）」研修等を受け入れている。一方、日本臨床薬理学会の専門医・専門

薬剤師制度は、倫理的・科学的に適正な診療ならびに臨床研究を実施、助言できる医師や薬剤師を

認定する制度であるが、研修施設は島根県に当院しかなく、当院と当医学部に指導医が 1名、指導

薬剤師が 2名在籍するのみである。 

そこで、研修施設認定の更新、必須単位の取得ならびに、新規認定取得を目的に実施した。 

② 方  法 

指導薬剤師更新のための必須単位取得 

・第 32回日本医療薬学会年会へ参加（石原慎之、川端奈緒美、玉木宏樹、矢野貴久、直良浩司） 

・薬物療法集中講義の受講（石原慎之、川端奈緒美、玉木宏樹、直良浩司） 

日本臨床薬理学会認定薬剤師試験の受験（矢野貴久） 

③ 成  果 

学会、講習会の受講により医療薬学指導薬剤師の必須単位を取得し、研修施設認定の更新に至った。

また日本臨床薬理学会認定薬剤師および指導薬剤師に矢野貴久が新規認定された。当院のみならず、

島根県の専門薬剤師や専門医の研修や教育、育成体制の維持や強化に寄与する成果が得られた。 


